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 10月23～27日、揚州市を訪れた訪問団一行は友好都

市締結30周年記念式典に出席し、これまでの友好の歩

みを称え合いました。式典の中、両市は今後の交流に

向けた覚書を交わし、友好を更に深めていくことを誓

いました。市民団には、長年両市を見守ってきた方と

初めて揚州市を訪れた方がともに参加し、30年に渡る

多くの方々のご協力に感謝すると同時に、今後の交流

への期待を新たにする時となりました。 

代表団・市民団・交流団・議員団が揚州市を訪問 
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① 厚木市・揚州市友好都市締結

30周年記念訪中団（痩西湖にて） 

②揚州市で開催された記念式典

での覚書署名 

③揚州市代表団（友好交流団・

青年企業家訪日団）による厚木

市長表敬訪問 
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④神奈川工科大学による揚州大学で

の講座 

⑤東京工芸大学アニメーション学科

による揚州市職業大学での講座 

⑥厚木市で開催された記念式典での

相模国飯山白龍太鼓保存会の演奏 

⑦揚州市代表団による合唱披露 
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大学間交流 

 11月7日、蘇愛根共産党揚州市委員会副秘書長を団

長とする揚州市代表団を厚木市に迎え、記念式典を開

催しました。白龍太鼓の演奏で一行を歓迎し、揚州市

の芸術団「柳の糸」が歌や筝を披露して30年の節目を

ともに祝いました。また、この度、揚州市では両市の

友好交流活動が国から表彰を受けたという嬉しい便り

もいただきました。一行は期間中、防災センターや太

陽光発電所、あつぎ国際大道芸を視察しました。 

絵画･写真展 芸術団「柳の糸」出演 

友好交流団・青年企業家訪日団・芸術団が厚木市を訪問 

 30周年記念交流団として東京工芸大

学・神奈川工科大学にご参加いただ

き、揚州市職業大学・揚州大学での交

流を行いました。熱心に聞き入る揚州

市の学生の前で、厚木市の学生も生き

生きした眼差しで講座を行いました。 

 今秋、厚木市と揚州市の青少年が描

いた絵画とまちの情景を写した写真を

両市で相互に展示する、30周年記念青

少年絵画・写真展を開催しました。両

市の方々にお互いのまちの魅力を伝え

る機会となりました。 

 揚州市代表団として来訪した「柳の

糸」が11月8日、あつぎ国際大道芸のス

テージに出演し、筝曲や歌曲、伝統人

形による舞などを披露しました。観客

の方々は、中国の美しい響きと迫力あ

る人形の舞を楽しんでいました。 

そ  あいこん 



7/29～8/1 

 11月25日、湘北短期大学の姉妹校である

豪州ニューカッスル大学の学生14人が小林

市長を表敬訪問しました。一行は約２週間

の交換留学プログラムで来日し、日本人学

生との交流や文化体験、市内一般家庭での

ホームステイを行いました。 

□↑ニューブリテン市 キム委

員長ご夫妻は小林市長を表

敬訪問し、ニューブリテン

市長からのメッセージを伝

えました。 

アメリカ コネチカット州 

ニューブリテン市 
締結日▿ 

昭和58年5月31日 

北海道  

網走市 
締結日▹ 平成17年2月5日 

秋田県 

横手市 
締結日▹ 昭和60年5月24日 

韓国 京畿道 

軍浦市 
締結日▿ 

平成17年2月5日 

中国 江蘇省 

揚州市 
締結日▿ 

昭和59年10月23日 

国際交流をサポートします！ 

 厚木市では、海外友好都市などへの訪問や

訪問団を受け入れる場合に支援金を交付して

います。対象団体などの詳細は、市ホーム

ページをご覧ください。 

厚木市国際交流事業支援金 検索 

 8月、あつぎ鮎まつりに友好都市訪問団をお迎えし

ました。米国コネチカット州ニューブリテン市から

は、締結当初から両市の交流に尽力された、キ フー

ン・ キム厚木・ニューブリテン姉妹都市委員会委員

長ご夫妻、軍浦市からはソン・シギュ安全行政局長を

団長とする訪問団9人、網走市からは大澤慶逸副市長

及び職員1人、揚州市からは芸術団「柳の糸」の2人

が開会式やパレードに参加しました。花火大会で

は、国や地域を越えて、夏空を彩る美しい花火を見

上げながら感動をともにしました。また、一行は今

年4月にオープンした「アミューあつぎ」や市内施

設、企業等を視察しました。 

□↑軍浦市訪問団は、パレー

ドに参加し、沿道の市民や

観光客の方々にオリジナル

扇子を配って軍浦市をPRし

ました。 

□↑網走市訪問団は、網走市

等友好都市の産品などを販

売する、厚木商業高校チャ

レンジショップを訪れ、生

徒たちを激励しました。 

□↑揚州市の芸術団「柳の

糸」を代表して訪問した呉

さんは、これまでの両市の

交流を振り返り、感謝の心

を伝えました。 

あ
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 厚木市の小学生62人が網走市で

文化施設の見学や自然の中で農作

業やキャンプを体験。両市の小学

生がタグラグビー体験を通して元

気いっぱいに交流しました。 

□↑タグラグビーで「はいチーズ!!」 □↑あたたかい歓迎を受けた3日間 

 横手市・厚木市の子ども会交流事

業です。新幹線での移動、そば打ち

体験、焼き芋大会などで交流を深め

ました。一番の思い出は「友達がた

くさん出来たこと」です。 

［ 厚木市制60周年カウントダウン事業］ 

湘北短期大学への短期留学で厚木市へ 

11/22～24 

H27.1/27(火)～2/9(月)  

厚木地下道（アミューあつぎ入口付近）にて 

 厚木市では、元気あふれるあつぎの実現

のために役立てる寄附金を募っています。 

 寄附金の用途を16項目から指定すること

ができ、国際交流事業推進のためにご寄附

いただくことが出来ます。 

元気なあつぎの国際交流事業のために

ご協力をお願いいたします。 

✓お知らせ 

青少年課事業 

H27.2/19(木)～3/17(火)  

厚木地下道（あつぎロードギャラリー）にて 


